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「
恵
庭
市
史
」
執
筆
要
領
（
案
）

１
．
執
筆
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
事
項

（
１
）	

本
文
は
、
縦
書
き
（
縦
組
）
と
す
る
。

（
２
）	

記
述
に
あ
た
っ
て
は
、
平
明
か
つ
正
確
で
あ
る
こ
と
を
心
が
け
、
住
民
に
広
く
愛
読
さ
れ
る
と
と
も
に
、

後
世
の
地
方
史
研
究
に
資
す
る
も
の
と
す
る
。

（
３
）	

記
述
に
あ
た
っ
て
は
、
既
刊
市
史
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
の
市
内
外
の
諸
研
究
を
参
考
に
す
る
と
と
も

に
、
各
学
問
分
野
に
お
け
る
最
新
の
成
果
を
盛
り
込
む
も
の
と
す
る
。

（
４
）	

記
述
に
あ
た
っ
て
は
、
恵
庭
市
と
そ
の
周
辺
の
事
項
に
留
ま
ら
ず
、
北
海
道
を
は
じ
め
我
が
国
全
体
、

及
び
国
際
社
会
な
ど
の
社
会
的
背
景
を
巨
視
的
な
視
点
か
ら
記
述
す
る
こ
と
で
、
恵
庭
市
の
歴
史
を
大

き
な
時
代
の
流
れ
の
中
で
理
解
で
き
る
も
の
と
な
る
よ
う
心
が
け
る
。

（
５
）	

写
真
や
図
版
を
で
き
る
だ
け
多
く
収
録
し
て
、
理
解
し
や
す
く
親
し
み
や
す
い
も
の
と
す
る
。

２
．
編
・
章
・
節
等
の
区
分
の
仕
方

（
１
）	

本
文
に
用
い
る
見
出
し
は
、
上
位
か
ら
「
編
見
出
し
」「
章
見
出
し
」「
節
見
出
し
」「
大
見
出
し
」「
小

見
出
し
」
の
編
成
と
す
る
。

（
２
）	

編
は
、編
が
変
わ
る
ご
と
に
「
丁
」
を
改
め
て
「
編
扉
」
を
立
て
る
（
編
扉
は
必
ず
奇
数
ペ
ー
ジ
＝
左
ペ
ー

ジ
と
な
る
）。
編
の
順
序
を
表
す
数
字
は
漢
数
字
と
す
る
（
た
だ
し
、
各
編
の
奇
数
ペ
ー
ジ
に
入
る
横
組

の
「
編
柱
」
に
用
い
る
数
字
は
算
用
数
字
〈
ア
ラ
ビ
ア
数
字
〉
と
す
る
）。

（
３
）	

編
の
冒
頭
の
本
文
は
、
編
扉
の
裏
ペ
ー
ジ
か
ら
起
こ
し
、
編
扉
の
裏
を
白
と
し
な
い
。

（
４
）	

章
は
、章
の
変
わ
り
目
ご
と
に
改
ペ
ー
ジ
す
る
が
、「
章
扉
」
は
立
て
な
い
（
章
の
始
ま
り
は
、奇
数
ペ
ー

ジ
＝
左
ペ
ー
ジ
、
偶
数
ペ
ー
ジ
＝
右
ペ
ー
ジ
の
両
方
が
あ
り
得
る
）。
章
の
順
序
を
表
す
数
字
は
漢
数
字

と
す
る（
た
だ
し
、各
章
の
偶
数
ペ
ー
ジ
に
入
る
横
組
の「
章
柱
」に
用
い
る
数
字
は
算
用
数
字
と
す
る
）。

（
５
）	

節
は
、
節
の
変
わ
り
目
ご
と
に
改
ペ
ー
ジ
せ
ず
に
、
追
い
込
み
と
す
る
。
節
の
順
序
を
表
す
数
字
は
漢

数
字
と
す
る
。

（
６
）	

節
の
中
を
さ
ら
に
細
か
く
項
に
区
分
す
る
と
き
は
、「
大
見
出
し
」
を
立
て
る
。
大
見
出
し
は
、「
１
．」

「
２
．」
の
よ
う
に
算
用
数
字
を
冠
す
る
。「
大
見
出
し
」
は
、
節
に
よ
り
、
設
け
な
い
こ
と
も
あ
る
。

（
７
）	

本
文
中
の
適
当
な
箇
所
に
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
「
小
見
出
し
」
を
つ
け
る
。「
小
見
出
し
」
は
、
１
ペ
ー
ジ
に

１
～
２
個
程
度
を
目
安
と
し
、
一
つ
の
小
見
出
し
内
の
本
文
行
数
が
２
〜
３
行
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
。
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３
．
文
章
の
表
現

（
１
）	

文
体
は
、「
で
あ
る
」
調
を
基
調
す
る
平
易
な
口
語
体
と
し
、
必
要
以
上
の
敬
語
は
使
用
し
な
い
。

　
　
　
（
例
）　

で
あ
る
。　
　
　

と
な
っ
た
。　
　
　
　

で
あ
ろ
う
。　
　
　

で
あ
っ
た
。　
　
　

し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

さ
れ
た
。　
　
　

こ
と
と
し
た
。　
　
　

し
て
い
た
。

（
２
）	

記
述
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
及
び
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
る
。
た
だ
し
、
人
名
・
地
名
な
ど
の
固

有
名
詞
、
引
用
文
、
学
術
用
語
（
歴
史
的
用
語
、
専
門
的
用
語
）
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
こ
の
原
則
に

よ
ら
ず
、
難
読
と
思
わ
れ
る
用
語
に
は
適
宜
ル
ビ
（
ふ
り
が
な
）
を
付
す
。
な
お
、
ル
ビ
は
、
章
単
位

の
初
出
の
漢
字
の
右
側
に
付
す
。

（
３
）	

接
続
詞
、
副
詞
、
助
動
詞
、
代
名
詞
の
類
の
う
ち
、
次
の
よ
う
な
語
句
は
仮
名
書
き
と
す
る
。

　
　
　
（
例
）	

し
か
し
（
然
）	
お
そ
ら
く
（
恐
）	

た
と
い
（
仮
令
）	

た
ぶ
ん
（
多
分
）

	
		

も
っ
と
も
（
尤
）	

あ
た
か
も
（
恰
）	

あ
る
い
は
（
或
）	

い
え
ど
も
（
雖
）

	
		

も
し
（
若
）	

い
ず
れ
（
何
）	

い
っ
た
ん
（
一
旦
）	

い
わ
ゆ
る
（
所
謂
）	

	

お
い
て
（
於
）	

か
つ
（
且
）	

…
の
た
め
（
為
）	

こ
の
（
此
）

	
		

そ
の
（
其
）	

ば
か
り
（
計
）	
し
ば
し
ば
（
屢
々
）	

た
だ
し
（
但
）

	
		

た
ち
（
達
）	

た
ち
ま
ち
（
忽
）	
お
よ
そ
（
凡
）	

ち
ょ
う
ど
（
丁
度
）

	
		

ち
ょ
っ
と
（
一
寸
）	

で
き
る
（
出
来
）	

な
お
（
尚
）	

な
ど
（
等
）

	
		

ほ
ぼ
（
略
）	

ま
た
（
又
）	

ま
す
ま
す
（
益
々
）	

い
よ
い
よ
（
愈
々
）

	
		

ま
ず
（
先
）	

ま
で
（
迄
）	

も
ち
ろ
ん
（
勿
論
）	

や
や
（
稍
）　

	
		

ら
（
等
）	

わ
た
っ
て
（
亘
）	

か
つ
て
（
嘗
、
曾
）	

さ
ら
に
（
更
）

（
４
）	

か
な
文
字
の
反
復
は
、
文
字
で
書
き
、「
ゝ
」「
ゞ
」「
〳
〵
」「
〴
〵
」
な
ど
の
符
号
は
使
用
し
な
い
。

　
　
　
（
例
）　

そ
れ
ぞ
れ　
　
　

い
ろ
い
ろ　
　
　

さ
ま
ざ
ま

（
５
）	

漢
字
の
反
復
は
、「
々
」
の
符
号
を
使
用
す
る
。

　
　
　
（
例
）　

人
　々
　
　
　
　

国
々

（
６
）	

促
音
（
つ
）・
拗
音
（
や
、
ゆ
、
よ
）
は
、
右
に
寄
せ
て
小
さ
く
書
く
。

　
　
　
（
例
）　

ち
ょ
っ
と	

も
っ
と
も	

さ
っ
そ
く	

し
ょ
っ
ち
ゅ
う	　

ひ
ょ
ん
な	

ち
ょ
う
ど

（
７
）	

句
読
点
は
、
文
節
ご
と
に
入
れ
、
一
文
章
は
、
複
数
の
文
節
で
構
成
し
、
一
文
章
が
短
文
に
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
。

（
８
）	

名
詞
を
並
列
す
る
場
合
は
、
中
点
（
・
）
を
用
い
る
。

　
　
　
（
例
）　

御
三
家
（
尾
張
家
・
紀
州
家
・
水
戸
家
）　　
　
　
　
　

東
京
・
大
阪
・
京
都
の
三
都
市

（
９
）	

そ
の
他
、
用
字
用
語
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
弊
社
（
㈱
ぎ
ょ
う
せ
い
）
発
行
の
『
例
解
辞
典
』
の

定
め
に
従
う
。

４
．
地
名
・
人
名
な
ど
固
有
名
詞
に
つ
い
て

（
１
）	

地
名
、人
名
で
読
み
に
く
い
も
の
は
、章
ご
と
に
初
出
の
漢
字
に
ル
ビ（
ふ
り
仮
名
）を
付
け
る
。団
体
名
、

法
律
名
な
ど
は
、
初
出
の
と
き
に
正
式
名
称
を
記
し
、
以
後
は
略
記
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
（
例
）　

北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
（
以
下
、「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
」）

（
２
）	

人
名
の
敬
称
は
、
歴
史
書
の
慣
用
に
倣
い
、
使
用
し
な
い
。

➡
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（
３
）	

旧
市
町
村
名
に
つ
い
て
は
、
そ
の
次
に
（　

）
を
し
て
現
在
の
市
町
村
名
を
付
記
す
る
。

　
　
　
（
例
）　

上
磯
町
（
現
・
北
斗
市
）

５
．
年
の
表
記
に
つ
い
て

（
１
）	

年
の
表
記
は
原
則
と
し
て
和
暦
を
用
い
、
適
宜
、
和
暦
の
後
の
（　

）
内
に
西
暦
を
付
す
。
西
暦
を
付

す
場
合
、「
年
」
は
最
後
に
記
す
。

　
　
　
（
例
）　

平
成
四
（
一
九
九
二
）
年

（
２
）（　

）
内
に
西
暦
年
を
付
す
の
は
、
原
則
と
し
て
次
の
場
合
と
す
る
。

　
　

①　

小
見
出
し
を
単
位
と
し
た
本
文
内
で
初
出
の
場
合
（
二
度
目
以
降
で
年
号
が
変
わ
ら
な
い
場
合
は
、

西
暦
年
を
入
れ
な
い
）

　
　
　
（
初
出
の
例
）　　
　
　

昭
和
六
十
（
一
九
八
五
）
年

　
　
　
（
二
度
目
以
降
の
例
）　

昭
和
六
十
二
年

　
　

②　

小
見
出
し
を
単
位
と
し
た
本
文
内
で
、
二
度
目
以
降
で
も
年
号
が
変
わ
る
場
合

　
　
　
（
初
出
の
例
）　　

昭
和
五
十
九
（
一
九
八
四
）
年

　
　
　
（
二
度
目
の
例
）　

昭
和
六
十
一
年

　
　
　
（
二
度
目
以
降
で
も
年
号
が
変
わ
る
と
き
）
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年

（
３
）　

明
治
か
ら
の
元
号
は
改
元
日
付
で
記
す
こ
と
と
し
、本
文
中
は「
元
年
」を
用
い
、表
中
は「
１
年
」と
す
る
。

（
例
）	

明
治
四
十
五
年
七
月
二
十
九
日
〜
大
正
元
年
七
月
三
十
一
日

	

大
正
十
五
年
十
二
月
二
十
四
日
〜
昭
和
元
年
十
二
月
二
十
五
日

６
．
数
の
表
記
に
つ
い
て

（
１
）	

本
文
に
お
け
る
数
の
表
記
は
、
原
則
と
し
て
漢
数
字
を
使
用
す
る
（
た
だ
し
、
横
組
の
図
表
内
の
数
字

は
算
用
数
字
を
用
い
る
）。

（
２
）	

年
号
を
付
し
た
和
暦
に
よ
る
年
月
日
、
世
紀
、
年
齢
、
条
名
（
法
律
・
条
例
等
）、
概
数
の
表
記
に
は
、

「
十
」「
百
」
の
単
位
語
を
使
用
す
る
（
と
ん
ぼ
十
字
方
式
）。

　
　
　
（
年
月
日
の
例
）	

昭
和
五
十
四
年
十
一
月
三
十
一
日

	

（
世
紀
の
例
）	

二
十
一
世
紀

　
　
　
（
年
齢
の
例
）	

二
十
三
歳　
　
　

百
歳

	

（
条
名
）	

日
本
国
憲
法
第
九
十
二
条	

　
　
　
（
概
数
の
例
）	

数
百
円　
　
　
　

三
十
余
年　
　
　

十
数
人　
　
　

お
よ
そ
二
百
年
に
わ
た
り

（
３
）	

前
項
の
和
暦
年
月
日
、
世
紀
、
年
齢
、
条
名
、
概
数
以
外
の
数
字
は
、「
一
〇
方
式
」
を
用
い
る
。
こ
の

場
合
、「
兆
」「
億
」「
万
」
の
単
位
語
を
用
い
、千
以
下
の
「
千
」「
百
」「
十
」
の
単
位
語
は
用
い
な
い
。

ま
た
、「
三
桁
区
切
り
の
テ
ン
（
、）」
は
用
い
な
い
。

　
　
　
（
例
）　

一
二
三
個　
　
　
　
　

四
億
五
〇
六
七
万
八
九
〇
〇
円　
　
　
（
西
暦
）
二
〇
一
四
年

　
　
　
（
和
暦
と
の
組
み
合
わ
せ
例
）　

平
成
十
年
ま
で
の
一
〇
年
間

（
４
）	

漠
然
と
し
た
数
の
表
記
に
は
、
句
点
（
、 

）
を
入
れ
る
。

　
　
　
（
例
）　

二
、三
人　
　
　
　
　

四
、五
人
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（
５
）	

数
の
幅
を
表
記
す
る
と
き
は
、「
五
～
一
〇
年
」「
一
万
二
五
〇
〇
～
一
万
二
六
〇
〇
人
」
と
し
、
西
暦

は
「
一
八
九
九
～
一
九
〇
一
年
」「
一
九
九
〇
～
九
五
年
」
の
よ
う
に
書
く
。

（
６
）	
分
数
は
、「
三
分
の
一
」「
二
五
分
の
一
」
の
よ
う
に
表
記
す
る
。

（
７
）	
小
数
点
以
下
の
数
は
、「
二
五
・
六
㌶
」
の
よ
う
に
、
中
点
（
・
）
を
用
い
て
表
記
す
る
。

７
．
単
位
の
表
記
に
つ
い
て

（
１
）	

単
位
は
、
ペ
ー
ジ
当
た
り
の
文
字
収
容
量
を
増
や
す
た
め
、
組
文
字
の
カ
タ
カ
ナ
を
使
用
す
る
。

　
　
　
（
例
）　

㍍　
　
　
　
　
　
　

㌖　
　
　
　
　
　
　

平
方
㍍　
　
　

㌶　
　
　
　

㌘　
　
　
　

㌧

（
２
）	

上
記
（
１
）
の
例
外
と
し
て
、単
位
の
う
ち
「
パ
ー
セ
ン
ト
」
の
み
は
単
位
記
号
「
％
」
を
用
い
る
。「
パ
ー

セ
ン
ト
」
は
本
文
に
お
い
て
統
計
数
値
を
分
析
す
る
際
に
頻
出
す
る
た
め
、「
㌫
」
と
表
記
す
る
よ
り
、

一
目
で
見
切
る
こ
と
の
で
き
る
「
％
」
を
用
い
る
ほ
う
が
読
み
や
す
い
と
い
う
理
由
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

８
．
表
組
の
書
き
方

（
１
）	

数
字
を
主
体
と
す
る
表
組
は
原
則
と
し
て
横
組
を
用
い
る
。
た
だ
し
、
表
の
内
容
に
よ
り
、
縦
組
を
用

い
る
こ
と
も
あ
る
。

（
２
）	

横
組
の
表
組
で
、見
開
き（
２
ペ
ー
ジ
）で
収
ま
る
場
合
は
、左
ペ
ー
ジ（
奇
数
ペ
ー
ジ
）か
ら
右
ペ
ー
ジ（
偶

数
ペ
ー
ジ
）へ
と
流
れ
る
順
序（
逆
順
）で
掲
載
す
る
。
ま
た
、表
組
の
始
ま
り
が
左
ペ
ー
ジ
の
場
合
で
、

２
ペ
ー
ジ
以
上
に
ま
た
が
る
表
組
の
場
合（
見
開
き
に
な
ら
な
い
場
合
）は
、通
常
の
順
序
で
掲
載
す
る
。

３
ペ
ー
ジ
以
上
に
及
ぶ
表
組
の
場
合
も
同
様
と
す
る
。

（
３
）	

表
組
の
見
出
し
（
表
組
の
説
明
文
）
は
、
横
組
の
場
合
は
表
組
の
上
に
付
け
、
縦
組
の
場
合
は
表
組
の

右
に
付
け
る
。

（
４
）	

表
組
の
見
出
し
の
頭
に
は
図
表
番
号
を
冠
す
る
。
図
表
番
号
は
、「
編
番
号
」「
章
番
号
」「
章
の
中
の
通

し
番
号
」
の
３
つ
の
数
字
を
ダ
ッ
シ
ュ
「–

」
で
つ
な
い
で
表
記
す
る
。

　
　
　
（
例
）
図
表
２–

３–

６
（
こ
れ
は
、
第
２
編
の
第
３
章
の
中
の
６
番
目
の
図
表
で
あ
る
こ
と
を
示
す
）

（
５
）	

横
組
の
表
組
に
お
け
る
数
字
は
半
角
算
用
数
字
を
使
用
し
、３
桁
ご
と
に
「
， 

」
を
入
れ
る
。「
千
」「
万
」

「
億
」
の
単
位
語
は
用
い
な
い
。

　
　
　
（
例
）

765,432,108

９
．
出　

典

（
１
）	

本
文
叙
述
中
の
出
典
は
原
則
と
し
て
で
き
る
か
ぎ
り
簡
易
に
記
す
。

（
２
）	

資
料
名
、
文
献
名
は
二
重
カ
ギ
括
弧
『　

』
で
く
く
り
、
論
文
名
は
カ
ギ
括
弧
「　

」
で
く
く
る
。

　
　
　
（
例
）	

小
島
俊
夫
『
近
代
農
業
概
説
』 

	
	
	

坂
井
晴
雄
「
教
職
と
行
政
」『
月
刊
思
想
界
』
三
巻
八
号

（
３
）	

作
成
機
関
・
作
成
者
・
所
蔵
機
関
等
は
必
要
な
場
合
に
の
み
付
す
。

　
　
　
（
例
）『
開
拓
使
公
文
録
』（
道
文
五
七
〇
二
） 

➡
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（
４
）	

資
料
名
等
の
漢
字
は
常
用
を
用
い
、
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
記
す
。

（
５
）	

文
中
、
文
末
ま
た
は
引
用
資
料
出
典
に
お
い
て
パ
ー
レ
ン
（　

）
を
使
用
す
る
場
合
は
、
中
に
入
る
資

料
名
に
は
二
重
カ
ギ
括
弧
『　

』
を
つ
け
な
い
。 

（
例
） 
…
こ
の
う
ち
、
井
上
ら
四
人
が
予
防
拘
禁
と
さ
れ
、
東
京
の
予
防
拘
禁
所
に
送
ら
れ
た
（
思
想
月

報 
第
九
四
号
）。 

（
６
）	

以
下
の
資
料
名
・
機
関
に
は
略
称
を
用
い
る
。

▼
恵
庭
市
史
→
市
史　
　

北
海
タ
イ
ム
ス
→
北
タ
イ　
　

北
海
道
新
聞
→
道
新

▼
北
海
道
立
文
書
館
→
道
文　
　

北
海
道
開
拓
記
念
館
→
道
開　
　

北
海
道
立
図
書
館
→
道
図

　

北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
→
北
大
図

（
７
）	

頻
出
す
る
資
料
名
・
機
関
名
の
略
称
は
章
の
初
出
で
示
す
。

（
例
）
各
寺
社
の
実
態
を
、
千
歳
恵
庭
広
島
三
村
銘
鑑
録
（
以
下
、
三
村
銘
鑑
録
）
を
中
心
に
伺
う
こ
と

に
す
る
。『
三
村
銘
鑑
録
』
で
は
…
… 

（
例
）
そ
れ
に
つ
い
て
、
北
海
道
労
働
資
料
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
労
働
資
料
セ
ン
タ
ー
）
は
次
の
よ
う
に

… 

（
８
）	

パ
ー
レ
ン
（　

）
内
の
資
料
引
用
に
元
号
・
年
月
日
が
つ
く
場
合
は
、
以
下
の
よ
う
に
表
記
す
る
。 

（
例
） （
道
新 

昭
28
・
12
・
24
） （
思
想
月
報 

第
九
四
号 
昭
17
・
５
） 

10
．
主
要
参
考
文
献
の
取
扱
い 

（
１
）	

主
要
参
考
資
料
・
文
献
等
は
、章
（
※
）
の
末
尾
に
掲
載
す
る
。
刊
行
月
日
・
出
版
社
名
等
は
入
れ
な
い
。

論
文
に
つ
い
て
は
、
執
筆
者
名
→
論
文
等
→
掲
載
雑
誌
名
→
号
数
、
と
す
る
。 

（
例
）『
開
拓
使
公
文
録
』（
道
文
五
七
〇
二
）、 『
恵
庭
町
に
お
け
る
農
業
生
産
の
基
本
問
題
』（
道
図
）、 

桑
原

真
人
・
田
中
彰
『
北
海
道
開
拓
と
移
民
』（
平
８
）、 

鈴
江
英
一
「
明
治
初
期
北
海
道
に
お
け
る
町

村
統
治
制
度
の
形
成
一
」『
新
し
い
道
史
』
第
44
号 

（
２
）	

以
下
の
資
料
は
省
略
す
る
。

（
例
）『
新
北
海
道
史
』
な
ど
の
北
海
道
全
般
に
関
す
る
歴
史
書
、
及
び
『
恵
庭
市
史
』、『
恵
庭
町
史
』

な
ど
既
刊
の
恵
庭
市
の
歴
史
書
、『
恵
庭
市
統
計
書
』
な
ど
の
統
計
書
や
市
町
村
勢
要
覧
の
類
、『
恵

庭
町
（
市
）
広
（
弘
）
報
』、
及
び
主
要
新
聞 

※
主
要
参
考
資
料
・
文
献
等
を
、
編
・
章
・
巻
末
の
い
ず
れ
に
掲
載
す
る
か
は
、
編
及
び
章
の
執
筆
担
当
者
数
や
文
章

量
に
関
係
す
る
た
め
、
こ
こ
で
は
「
章
」
と
し
て
お
く
。

11
．
資
料
引
用 

（
１
）	

体
裁
に
つ
い
て

①　

改
行
資
料
引
用
は
二
字
下
げ
と
す
る
（
ポ
イ
ン
ト
下
げ
る
）。

②　

変
体
仮
名
は
す
べ
て
現
代
仮
名
遣
い
に
な
お
す
。

③　

原
文
に
は
原
則
と
し
て
句
読
点
を
う
つ
。

④　

平
仮
名
・
片
仮
名
ま
じ
り
の
文
に
つ
い
て
は
原
文
に
従
う
。

⑤　

書
き
出
し
・
改
行
に
つ
い
て
は
原
文
に
従
う
。
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⑥　

返
り
点
は
使
用
し
な
い
。

（
２
）	

出
典
に
つ
い
て

①　

原
則
と
し
て
引
用
文
書
に
パ
ー
レ
ン
（　

）
で
付
す
が
、
本
文
中
で
ふ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
不
要

と
す
る
。 

②　

原
則
と
し
て
（
前
略
）（
中
略
）（
後
略
）
を
使
用
す
る
。

③　

底
本
に
な
い
文
及
び
校
合
に
よ
る
修
正
文
の
表
示
に
つ
い
て
は
（
編
者
注
）
で
処
理
す
る
。

④　

出
典
の
書
き
方
に
つ
い
て
は
〔
９
．
出
典
〕
を
参
照
す
る
。

12
．
そ
の
他

（
１
）	

編
さ
ん
委
員
が
実
際
の
原
稿
を
読
み
、
表
記
上
に
違
和
感
を
感
じ
る
な
ど
の
箇
所
が
あ
れ
ば
、
そ
の
時
々

に
指
摘
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
委
員
会
全
体
で
審
議
・
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

以
上
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